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動　　　向

　検診車による子宮がん検診は、昭和４３年度から神

奈川県の委託事業として開始され、昭和４７年度から

横浜市より委託が加入された。また、老人保健法試

行に伴い、昭和５８年度から実施主体が神奈川県より

市町村に移行し、今日に至っている。

　検診内容は、診察・子宮頚部からの細胞採取であ

り、横浜市立大学、日本医科大学、北里大学、東海

大学、聖マリアンナ医科大学の各医学部産婦人科医

師が担当し、当協会では細胞診断と検査成績の作

成・通知・追跡管理等を行っている。

　検診の内容、ならびに精度管理については、「子宮

がん車集団検診実施検討会」（構成メンバーは上記各

大学及び県立がんセンター、事務局は当協会）にお

いて検討されている。

結　　　果

　２００４年度の車検診受診者数は３４，９９９名（初診

３３％）、５０歳未満の若年層（３９％）、５０歳以上の高齢

層（６１％）の割合、年齢階級別では、６０歳代が最も

多く、次いで５０歳代、３０歳代の順である。年齢階級

別の初診の割合は、２９歳以下９７％、３０歳代６４％に高

く、４０歳代３９％、５０歳代２５％、６０歳以上１５％と加齢

と共に低くなる。要精検率０．４２％、要再検率０．３５％、

両者合わせた要再精検率は０．７７％である。発見され

たがんは２８例で、子宮頸がん２５例（扁平上皮がん）、

子宮体がん２例、卵巣がん１例からなる。

　がん発見率は０．０８％、初診に高く（０．１４％）、若年

層に高く（０．１３％）、年齢階級別では、３９歳以下

０．１４％と高く、４０歳代０．１１％、５０歳代０．０５％、６０歳

以上０．０４％と加齢と共に低下する。早期がん（０期、

１ａ期）が、頸がん２５例中２３例（９２％）と、高率に

検出されたことは、車検診の絶大な効果であり、当

該症例の方々にとっては子宮温存が可能となり、

“Quality of life”を可能にしたことになる。発見さ

れた異形成７１例（軽度３３例、中等度２１例、高度１７例）

である。異形成発見率は０．２０％、初診に高く

（０．３９％）、若年層に高く（０．４０％）、年齢階級別で

は、３９歳以下０．５１％と最も高く、４０歳代０．２２％、５０

歳代０．０９％、６０歳以上０．０６％と加齢と共に低下す

る。クラスⅡ再検は、要精検ではないが精検不要に

もどすことの出来ない判定保留群であり、本来のク

ラス分類ではないので、感度、特異度など精度管理

総合評価の表現には利用できないが、頸がん０期２

例、体がんⅠ期１例、異形成９例（軽度７例、中等

度１例、高度１例）を、誤陰性にせず検出できたこ

とは大きな評価となる。２例の体がんは、１例が６１

歳、無症状、頸部細胞診クラスⅡ再検から、１例が

６３歳、無症状、クラスⅤから、共に早期がん（Ⅰ期）

として検出された。１例の卵巣がんは、５３歳、無症

状で、クラスⅢbから検出された。

　本年度の子宮頸部細胞診精度管理総合評価（病変

有無追跡確定率８１％）は、感度１００％、特異度９９％、

正診率９９％、陽性的中率７３％と適正でありました。

ま　と　め

　子宮がん検診（車検診）の子宮頸がん、異形成発

見率は、初診に極めて高く、年齢階級では、初診の

多い３９歳以下に極めて高い。県民の健康を守ること

を目的に、我々は、“如何にして、初診、若年層両者

の受診者数を増加させることができるか？”という

課題に重点をおかなければならない。

子宮がん検診（車検診）

関係の集計表は８３頁に掲載


